
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
回
の
調
査
で
は
、
礎
石
建
物
跡

２
棟
が
確
認
で
き
、
３×

３ 

間
（
東

西
８
ｍ
、
南
北
12
ｍ
）
か
ら
、
５×

３
間

（
東
西
14.5
ｍ
、
南
北
11
ｍ
）
に
建
て
替

え
ら
れ
て
い
た
。
建
物
の
南
北
辺
に
は

雨
落
ち
溝
が
あ
り
、
東
辺
に
は
石
組

み
の
階
段
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。 

こ
の
建
物
の
廃
絶
後
、
石
塔
を
建

て
た
ら
し
く
、
石
塔
の
基
礎
と
見
ら

れ
る
石
組
が
確
認
で
き
た
。 

５
月
13
日
、
雨
の
降
る
中
、
太
宰
府
市

教
育
委
員
会
に
よ
り
、
原
遺
跡
第
27

次
調
査
の
現
地
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。 

今
回
の
調
査
は
、
平
成
27
年
度
の

調
査
で
、
山
岳
寺
院
「
原
山
」の
本
堂
に

関
係
す
る
ら
し
い
石
垣
や
階
段
状
の
参

道
が
確
認
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
隣

接
地
に
つ
い
て
重
要
遺
跡
確
認
調
査
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。 

山
岳
寺
院
「
原
山
」
は
、
大
宰
府
政

庁
跡
の
背
後
に
そ
び
え
る
四
王
寺
山

麓
に
あ
り
、
四
王
院
（
寺
）
の
別
院
（
別

所
）と
し
て
天
安
2
年
８
５
８
）年
に
開

か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
「
原
山

無
量
寺
」
「
原
八
坊
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

原
山
の
僧
は
菅
原
道
真
の
葬
儀
を
行
っ

た
と
伝
え
ら
れ
、
ま
た
、
京
都
で
敗
れ

た
足
利
尊
氏
が
九
州
に
敗
走
し
て
き
た

際
に
、
身
を
寄
せ
た
記
録
が
残
さ
れ
て

い
る
。 

   

主
な
出
土
遺
物
に
土
製
五
輪
塔
と

土
製
懸
仏
片
が
あ
り
、
本
堂
の
宗
教

活
動
の
一
端
を
か
い
ま
み
る
こ
と
が
で

き
る
。 

（
秦
記
者
） 

原山本堂跡（第 22 次調査出土遺物） 階段遺構 

て
お
り
、
本
堂
の
宗
教
活
動
の
一
端
を

か
い
ま
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 

太
宰
府
市
教
育
委
員
会
は
、
大
宰
府

の
宗
教
史
や
地
域
を
語
る
う
え
で
、
重

要
な
成
果
と
位
置
づ
け
て
い
る
。 

（（秦
記
者
） 

本堂跡の礎石建物跡（杭は礎石建物の柱の位置） 

原遺跡 

は
ら 

足
利
尊
氏
も
滞
在
し
た
寺

院
の
中
枢
部
を
太
宰
府
市

教
育
委
員
会
が
発
掘
！ 

山岳寺院「原山」本堂跡を確認 

む
り
ょ
う 
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あ
し
か
が 

た
か
う
じ す

が
わ
ら 

み
ち
ざ
ね 

太宰府市原遺跡第 27 次調査全景 

こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、
13
世
紀
に

大
規
模
な
造
成
が
行
わ
れ
て
隆
盛
期

を
迎
え
、
14
世
紀
代
に
衰
退
し
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

隣
接
す
る
第
22
次
調
査
で
は
、
土

製
五
輪
塔
や
土
製
懸
仏
片
が
出
土
し 

か
け
ぼ
と
け

け 


